
武庫川流域委員会 委員 各位 

武庫川流域委員長 松本 誠 様 

整備計画目標流量の選定に関するメモ 

平成 18 年 5月 2日 

委員 佐々木礼子 

【目標流量選定のポイント】 

① 上下流のバランス(三田は 1/30 で改修済み)を優先する … 1/30 

⇒整備計画に新規ダムを盛り込むことになる ⇒3,700 ㎥/s 

② 平成 16 年の 23 号台風が流れる目標流量にする … 1/13 

⇒台風 23 号時の甲武橋の実績流量 2,900 ㎥/s は河道でクリアーする ⇒2,900 ㎥/s 

③ 将来の危険な雨を考える(2,900 ㎥/s を余裕で迎える) … 1/20 

⇒河道で実現可能な最大限を考える  ⇒3,300 ㎥/s 

(災害時に大きな被害をもたらすボトルネック部分の引き堤・堤防強化 etc,) 

――― ◦ ―――― ◦ ―――― ◦ ―――― ◦ ―――― ◦ ―――― ◦ ―――― ◦ ――――  

〖整備計画河道改修の整理〗 

ケース 
築堤区間 

天王寺川合流点より下流 

掘込区間 

天王寺川合流点～一後川合流点

掘込区間 

一後川合流点～名塩川合流点

ケース 1 現状河道維持 局所的な低水路拡幅 工実計画河床+0.5ｍ程度掘削

ケース 2 一部高水敷の掘削 高水敷の大規模掘削 工実計画河床まで掘削 

ケース 3 高水敷掘削と局所的な引き堤 高水敷の大規模掘削 工実計画河床-0.5ｍ程度掘削

ケース 4 全区間工実までの河床掘削 全区間工実までの河床掘削 工実計画河床-1.5ｍ程度掘削

【目標流量の提案】 

 甲武橋地点の「目標流量 3,300 ㎥/s・確率規模 1/20」を提案する。 

〈解説〉 

① 平成 16 年の 23 号台風の実績流量 2,900 ㎥/s を河道で負担し、安全に流すことを目指す。 

⇒河道負担 2,900 ㎥/s 

② 築堤(天井川)区間の資産密度の高い区域において、近年の環境影響からくる将来の危険な雨に

よる災害を最小限にすることを目指し、ボトルネック部分を含む局所的な引き堤を整備計画

に位置づける。                                                 ⇒河道負担 2,900 ㎥/s 

③ 河川貯留施設(一部遊水地･既存ダム)を整備計画に位置づける。 

⇒遊水地・既存ダム負担 400 ㎥/s 

遊水地Ｃ、青野ダム、丸山ダム、山田ダムを引用する 

⇒既存利水ダムを超過洪水ではなく流量目標に盛り込む 

①②③を合計すると目標流量は 3,300 ㎥/s となる。 
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遊水地Ｃ選定の理由： 

・遊水地Ｃは、遊水地候補の中で最も下流に位置することから、面積は最も小さいが効果量は他の遊水地

と比較すると大きい。 

・遊水地候補の中では面積が小さいことから最も低コストで遊水地が実現できる。 

・河川形態から遊水地Ｃは越流しやすい位置関係となっている。 

・右岸で唯一ダム施設がなく流量の多い有馬川流域は豪雨が降りやすい地形をもち、さらに地質上の問題

点から土砂流出も多い。このような問題点を軽減する意味で有馬川では何らかの河川対策が必要となる。

しかし、有馬川に貯留施設を設けるような候補地は見当たらない。そのようななかで本川への影響を軽

減するために遊水地 Cは必要である。 

青野ダムの活用： 

・操作規則の見直しを行ない、治水用量を上げる。 

・整備計画期間は堆砂容量を見込む。ただし、整備計画期間終了時にはチェックを行い、人口変動による

利水の需要と供給の関係を精査し、今後の堆砂容量とのバランス調整を行なう。 

丸山ダム: 

・既に事前放流を行なっている。ゲートを改修し、さらに治水用量への転化を検討する。 

山田ダム: 

・三田市の水事情から、灌漑以外の水量の治水転用は可能である。 

・ゲートの改修を行い、治水メインの多目的ダムに転用する。ただし、集水面積やダムの規模が小さいこ

とから、対費用効果を十分検討する必要がある。 

※利水ダムの治水転用については4月28日開催の流域各市利水ダム管理者とのヒアリングを踏まえている 

一方、河川管理者側より当初掲げられていた、目標流量 3,700 ㎥/s・1/30 が絶対条件となる場合

には、以下の提案をしたい。 

① 整備計画に新規ダムを位置づけない。 

② 新規ダムの代替として一部既存ダムあるいは遊水地を貯留施設として位置づける。 

利水ダムの治水転用候補 … ・千苅ダムを治水メインの多目的ダムにする 

・丸山ダム: 前述 

・山田ダム: 前述 

遊水地 … ・遊水地 C: 前述 

③ 河道で 2,900 ㎥/s を安全に流す。 

千苅ダムについて: ～土木遺産に再生･保存･自然再生を施し新規ダムに変える 

・100 年ダムであることから、耐震等の安全性確保の観点から堰堤の耐震補強を含めた安全性

のチェックが必要な時期に達している。 

・堆砂状況が、計画堆砂量の 3 倍以上に達していることから堆積土砂を撤去することが望ま

しい。 

・8万世帯の上水が千苅のみに依存しているが、その他は灌漑メインである。 

⇒8万世帯の予備水源を確保すれば湖水を抜くことが可能 

 

千苅ダムの再生事業 

堤体補強工事、導水路改修工事、水辺環境整備工事、を行い新規ダム

に変わる自然豊かな多目的ダムとして再生する。 

 

添付参考資料:布引ダム、新帝釈川発電所…土木学会誌より抜粋 
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